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　また、図２に B 群の中の 1名について抽出
してしたところ、低酸素トレーニングを積むに
つれて、徐々にヘモグロビン値が高値にシフ
トする傾向が見られた。これは測定を継続的
に行った事によって得られた変化であり、低
酸素トレーニングに対する身体耐性（ストレ
ス耐性）を確認できるとともに、ヘモグロビ
ン値のシフト度合いを把握でき、コンディショ
ニングやピーキングにも応用も期待できると
考えられた。
今後について
　今回、継続測定した結果から一定の傾向
が見られた。しかし、対象者が少ないため、
論拠とするには乏しい。同様な観察をある一
定以上の人数と複数の条件にて行うことで、
非侵襲的ヘモグロビン測定が、トレーニング
の現場において有用であることを裏付けるこ
とができると考えられる。
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